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イネ栽培学習が幼児教育にもたらす
影響と役割に関する検証

新堀左智*・日高文子**・上地由朗*†

（平成 26 年 8 月 21 日受付/平成 27 年 1 月 23 日受理）

要約：本研究は 2013 年に世田谷区立松ヶ丘幼稚園 5 歳児年長組を対象として実施した。幼稚園園庭のプラ
ンターを用いた「イネ栽培体験」を基軸に，園児や保護者を対象に「ポットイネの観察」を合わせた 2 つの
活動を展開した。イネを通じた食育活動から，子どもが示した反応の記録と保護者に実施したアンケート結
果を絡めて，本活動の効果や役割を検討した。子どもは，イネ栽培の導入として位置づけられる概要説明時
から栽培期間，調整作業を終えるまで，イネに興味を持って積極的に向き合っていた。このことは，イネ栽
培を通じた他者との関わりを含めて「楽しさ」の芽生えが作業を「遊び」にしていることに加え，植物栽培
および食べ物つくりにとって格好の場である幼稚園で実施したことが要因になっていると考えられた。また，
本活動によって子どもが興味を持ってイネと関わることにより植物を育てる面白さを感じ，自分のおコメを
得るという目的意識の中で，責任感や連帯感，思いやりを育むといった多岐にわたる効果が得られた。
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1．　緒　　　言
　近年，食育と扱われる活動が全国で展開されているが，

「食育」という言葉が使われ初めた歴史はまだ浅い。がん
や心臓病，糖尿病といった生活習慣病の増加などに伴い，
農林水産省は平成 12 年に食生活指針1）を策定した。これ
は国民一人ひとりの健康増進を図るため，毎日の食生活の
重要性を指摘したものである。すなわち，「食事を楽しもう」
という生活上の食事の位置付けを改めることや国民に栄養
バランスや摂取量，食品ロスなどの視点から食生活を見直
し改善することを求めた。そして，平成 14 年には農林水
産省が BSE などの問題により煽られた食の安全と安心に
改めて取り組むとし，食と農の再生プラン2）を発表した。
そこでは消費者に分かりやすい食品の情報開示方法を検討
するとともに，子どもの頃から「食」について考える習慣
を身につける食育の促進を謳っている。しかしながら，食
生活の改善を推進しようとする国の動向に対する国民の認
知度は低かった。国は平成 17 年に制定された食育基本法3）

を土台に，翌年に食育推進基本計画（具体的な目標を取り
込む 5 年先を見据えた計画）4）を策定し，その中で「食」
に関する方針と目標が定まると，いよいよ「食育」が全国
に広がりを見せた。食育の意義が議論されることも多くな
り，現在は第二次食育推進基本計画5）のもとで，その活動
の重要性がますます叫ばれている。
　ところで，食育基本法では，国民が健全な食生活を営む
ため，食料自給率の向上や食品の安全性の確保といった問

題と絡めた上で，「食」についての知識や意識を深めなが
ら実践できるような食育の必要性を指摘している。そして，
第二次食育推進基本計画では生涯にわたるライフステージ
に合わせた食育の取り組みが大切であるとし，食育の対象
者に年齢は関係ないとしている。言い換えてみれば，一人
ひとりに相応な食育活動が行われるべきということでもあ
る。
　食生活や生活習慣を身につけるただ中にいる子どもに
とっても食育の役割はきわめて大きい。身体能力，情緒，
知的能力などの発達が著しい幼児期においては，毎日の食・
生活習慣も社会適応能力の形成を担う（木林ら 2009）6）。
食育推進基本計画4）においても「子どものうちに健全な食
生活を確立することは，成長段階にある子どもが必要な栄
養を摂取し健やかな体を作り，生涯にわたって健全な心身
を培い，豊かな人間性をはぐくんでいく基礎となる」と述
べられている。一方で，わが国の主食であるイネ―おコメ
の 1 人 1 日あたり供給熱量は全食品目の中で 1 番であり，
おコメは日々の食事でもっとも身近な食べ物であると言え
る（農林水産省 2014）7）。しかしながら，家庭菜園などで
園芸作物を育てる人が増えているとは言え，おコメを自宅
で育てるという人はほとんどみられない。小学校などの教
育機関では生活，理科や総合的学習で教材としてイネ栽培
が導入されて話題になっているものの，専門的な知識の有
無が栽培に多少なりとも影響するために，イネを用いた食
育（教育機関における授業）の展開度合は芳しくない（大
村ら 20138），戸田・石田 20069））。そこで，本研究は，著
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者らがイネ栽培期間と収穫後玄米にするまでの間，終始携
わることで，子どもがイネ栽培を通じておコメができるプ
ロセスを知り，日々の食事から食べる楽しみやありがたみ
を感じることができるような活動（以下，イネ栽培学習）
を実施し，このイネ栽培学習の効果と役割を明らかにする
ことを本研究の目的とした。

2．　活動内容と調査方法
　本研究におけるイネ栽培学習は 2013 年 5 月から 12 月に
かけて実施したもので，2 つの活動からなる。1 つ目は活
動の主軸となるもので，子どもがイネの播種から収穫，調
整までの工程を実際に行う「イネ栽培体験」である（図 1）。
もう 1 つが，著者らが設置した異なる特徴を持つ 5 品種の

「ポットイネの観察」である（図 2）。各栽培概要は表 1，
イネ栽培学習の一連の流れは表 2 に示した。調査は世田谷
区立松丘幼稚園 5 歳児年長組 68 名（34 人クラス 2 組）を
対象とし，イネ栽培学習における子どもの様子（反応や声
など）の取りまとめとイネ栽培学習に対するアンケート調
査を行った。なお，アンケートはイネ栽培学習の全工程が
終了した 12 月下旬に実施し，記入は子どもの保護者に依
頼した。家庭におけるイネ栽培に関わる話についての質問
からは家庭内での子どもの様子や心理を捉え，子どもに直
接問う質問からは子どものダイレクトな反応を把握するこ
とによって，イネ栽培学習が子どもの意識にどのような影
響を及ぼしたのかを考え，それらからイネ栽培学習の果た
す役割を見出すことをねらいとした。

　⑴　イネ栽培体験
　1）栽培の準備（土づくり）
　栽培には園庭のコンクリートプランター（縦 38 cm×横
112 cm×深さ 36 cm）を 4 つ用いた。品種は耐倒伏性が強
く，栽培しやすい日本晴を選んだ。栽培環境を整えるため
に，まずプランター内の土壌を調整した。プランターには
厚さ約 1 mm のビニール製シートを中に敷き，市販の小粒

赤玉土を充填した。
　2）播種と育苗
　小粒赤玉土を容器容量の半分程まで充填した長方形プラ
スチックトレイ（縦 11 cm×横 16 cm×深さ 8 cm）を苗床
として 20 個用意し，プランター内に置いた。種籾には温
湯消毒，催芽処理を施した。イネ栽培が始まることに子ど
もが気づくようプランター内には「これは何でしょう」と
表示した看板を設置した。子ども全員にイネ栽培への興味
を持たせるため，播種前には種籾からおコメになるまでを
作業段階ごとに，からくり紙芝居と称したペープサートや
パネルシアターの手法でおよそ 20 分間の説明を行った（図
3）。その後，プランターの前で播種の説明を行った後，1
グループ 4，5 人の 10 グループに分かれて，1 人 1 粒の播
種を実施した。育苗に関しては毎日様子を見て水をやるこ
とを子どもたちと約束し，幼稚園教諭が一緒になって管理
した。
　3）田植えとその後の管理
　田植え前日には窒素，リン酸およびカリが含まれる市販
の化成肥料（8-8-8）を基肥としてプランターあたり 20 g
表層施肥した。田植え当日には，再度イネの成長の概要と
植え方の説明をした後，1 人 1 本ずつ田植えを実施した。
田植え後は状況に応じて水道水を加え，プランター内を常
に湛水状態に保つようにした。また，雑草は適宜手で除去
した。さらに，子どもの興味を引き付けるため，オタマジャ
クシをプランターに放流した。追肥は 7 月 15 日に基肥と
同じ化成肥料を同量表層施肥した。イネが出穂してからお
およそ 2 週間は湛水せずこまめに灌水した。また，防鳥ネッ
トを園芸用ポールでイネにネットがかからないよう張っ
た。なお，イチモンジセセリの幼虫など，害虫が発生した
時期には子どもとその様子を観察し，それらの除去に努め
た。
　4）食害イネの確認と穂の観察
　収穫前にネズミの食害に遭い，イネの穂が消失したため，
稲刈りができなかった。そこで，農作物の食害と今までの

表 1　イネ栽培学習の栽培概要

表 2　イネ栽培学習における活動概要
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イネ栽培を振り返るためのクイズを実施した。美味しいお
コメ（農作物）を食べる生き物は人だけでないこと，作物
を守るという点で栽培に工夫が必要なこと，そして都合よ
く実るとは限らないことなど，栽培の難しさを伝えること
に努めた。その後，正常に実ったイネを東京農業大学から
持ちこみ，観察する時間を設けた。持ちこんだイネを普段
は屋内，晴れた日中は園庭で子どもの目につくように，そ
の目的を記して約 1 ヶ月間掛け干しした。
　5）調整（脱穀および籾摺り）
　脱穀は年長組による全体作業とし，掛け干しを行ったイ
ネの穂から籾をそぐように手で行った。その後，希望者に

よる籾摺り作業を幼稚園のホールで 40～50 分間実施した。
このとき全体に向けた詳しい説明はせず，作業に取り組み
ながら必要に応じて説明した。籾摺りには 2 種類の籾摺り
器を用いた。1 つは 1 穂用籾摺り器（藤原製作所製）で，
コンパクト大の大きさで蓋の裏にはゴムが張り付けてあ
り，籾を適量入れて手で回すように動かすと籾殻が中で外
れる仕組みのものである。もう 1 つは簡易籾摺り器（木屋
製作所製）で，所定の場所に籾を入れてレバーを回すと回
転車で石臼の様にゴリゴリと籾殻が擦れて玄米と一緒に落
ちてくる手動回転式のものである。玄米と籾殻がある程度
分離したところで小さなザルに移し，ゴミを落としてから，

図 1　イネ栽培体験の様子（左から順に播種，田植え，収穫，調整）

図 2　観察用のポットイネ

図 3　からくり紙芝居（ペープサートとパネルシアター）
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10 cm×16 cm のプラスチックバットに移して，ベランダ
で息をかけて籾殻を除去した。その後，玄米と籾の違いを
確認しながら目視による選別を行った。得られた玄米は小
袋に小分けし，翌日子ども全員に配布した。
　6）その他
　イネの栽培過程およびもみから玄米を得るまでの作業過
程を模造紙に手書きし，子どもの目につきやすい幼稚園内
の廊下の壁に掲示した。また，イネが大きく成長する時期，
出穂，開花などの時期には，プランター横にはイネの生育
状況を記した看板を設置した。さらに脱穀および籾摺りで
は作業前後での違いが分かるような展示を施した。
　5，7，9，11 および 12 月の合計 5 回にわたり『いいね
だより』と題した小冊子を発行し，年少および年長の各家
庭に 1 部ずつ配布した。『いいねだより』は手書きの絵を
中心とした簡単な内容とし，見開き A4 サイズで 1 枚の紙
を半分に折ったものである（図 4）。これには保護者から
子どもへの「食」に対するアプローチのきっかけになるこ
と期待し，幼稚園でのイネ栽培に対する子どもの興味を定
着させるねらいがある。

3．　結　　　果
　⑴　子どもの様子
　活動時における子どもの様子は表 3 に示した。子どもは，
目に入ってくる新しいできごとに直面した時には，自分の
気持ちを表情や体全体で表す傾向にあった。それぞれの場
面における子どもの様子は以下の通りである。
　活動の準備段階から数名の子どもたちが作業内容に興味
を持って近寄ってきた。播種前の説明時には，多くの子ど
もたちが朝食に自分がおコメを食べてきたことやおコメの
美味しさを一生懸命に話し出した。しかしながら，おコメ

がどのようにできるかを知る子どもはほとんどいなかっ
た。おコメができる過程を説明した際には，多くの子ども
が自分なりに解釈する一方，「分からない」と発言する子
どもも見られた。
　播種は植物栽培で欠かせない作業なので，「種播」する
こと自体に喜ぶ様子が見られ，毎日の食卓に上がるおコメ
を作ることに対して意識が高揚している様子が伺えた。育
苗時では，小さなプラスチックトレイでおコメを作ること
に不思議そうな表情を示す，1 本の苗をとても大事そうに
そっと触れている，田植えを終えておコメが作れると思っ
て安心している，仕上がりにこだわって何度も植え直そう
とする，など子どもたちの様子はさまざまであった。全体
的に上手に田植えをこなし，著者らに褒められることで子
どもたちはとても嬉しそうにしていた。
　田植えを終えたプランターには「みんなのたんぼ」と記
した看板を設置したが，その意味が理解できない子どもも
少なくなかった。しかしながら，「たんぼ」はイネが育ち，
オタマジャクシがいる場所であることは認識していた。オ
タマジャクシの放流はそれまでイネに興味を示すことはな
かった子どもがイネを見に来る機会となり，イネへの興味
の橋渡しという役目を担った。このことは大村ら（2013）8）

も示している。
　イネがある程度まで伸長すると，子どもにとってはその
成長が止まったように感じられるようであった。「穂が出
て垂れてきた」，「花が見えるようになった」など，子ども
の周囲にいる大人がイネの「変化」を口にすることで初め
て，子どもはその変化に気づくものである。目で見て理解
できる変化の連続が子どもにとってイネに興味を持ち続け
る原動力となり得た。
　食害に遭ったため今回の収穫作業は取りやめたが，イネ

図 4　いいねだより（左：5 月号，右：7 月号）
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の様子を終始気にかけていた子どもは，それまで育ててき
たイネを収穫できず，食べられないことに残念な様子を隠
し切れないようであった。穂が無くなり「寂しい」と声を
漏らす子どももいた。株元からヒコバエが出ているのを見
て，「まだ生きているよ」と言葉を発し，収穫の可能性や
おコメへの期待感を持つ姿も見受けられた。収穫の段階ま
で進むとイネや作業に対する子どもの理解度は進み，この
ときに実施したイネ栽培の内容を確認する質問教室では，
高い正答率が得られた。
　調整作業では手先を細かく使うことが求められたが，子
どもは終始懸命に取り組んでいた。籾と玄米を見比べてそ
の違いを理解し，両者の選別を成し遂げたことは注目すべ
き点である。しかしながら，籾と玄米を区別できるか否か
に関しては個人差があった。籾から「食べられるおコメに
する」という 1 つの共通の目標に向かって声を掛け合いな
がら各人のペースで作業を進めていたことは興味深い点で
あった。また，籾摺りについては全体に向けた説明をせず
自由参加型の体験であったため，途中から参加した子ども
は何をしているのか理解できない部分もあったが，子ども
同士のコミュニケーションによって作業内容を把握する姿
も見受けられた。作業方法を教える子どもは，自分が教え
ることに使命感や責任感を抱いたようでいきいきと話して
いた。
　ポットイネの観察では，降園時に保護者と一緒にいる子
どもの姿があった。それはそれまでのイネ栽培で知り得た

ことを嬉しそうに，しかも得意げに親に話す子どもの姿で
あり，イネの話で盛り上がることも少なくなかった。

　⑵　アンケート
　アンケートを配布したのは 67 家庭，回答数は 29 家庭で，
回収率約は 43％であった。回収率は 5 割未満であったが，
以下にその結果を示す（表 4）。まず，家庭内で子どもが
イネ栽培についての話を「よくした」，「時々した」と答え
た保護者は 8 割近くに達した。このことから，イネ栽培に
プラスの感情を抱いた子どもは多く，中でも何が印象的で
あったかという質問に対しては，田植え，調整作業，オタ
マジャクシを見たことを上位に挙げていたが，多岐にわ
たった。子どもが「おコメ作り」に関してどのような話を
したか保護者に問う質問では，「イネを食べられるおコメ
にした（脱穀・籾摺り）」が 17％，「イネが食べられてな
くなった」，「イネの様子を見てきた」，「イネを植えた」が
15％前後であった。イネ栽培から「おコメを作る」過程で
田植えと調整作業は子どもにとっても少なからず重要であ
ると感じ，印象に残ったようである。調整作業は自由参加
であったにもかかわらず参加率が高かったこともあり， 

「食べられるおコメにする」最終段階で子ども自身が実際
に玄米を手にすることで，おコメを作った達成感が得られ
たようであった。また，オタマジャクシをはじめ，栽培の
中で関わった生き物の存在は軽視できず，オタマジャクシ
の放流はイネに子どもの興味を繋ぐ架け橋をする役割を

表 3　活動時における子どもの様子
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担った。
　家庭内でイネ以外の植物に関する話をするかについて

「よくする」，「時々する」と答えた保護者は合わせて 8 割
を上回ることから，多くの子どもが植物全般に興味を持っ
ていることが分かった。具体的には「幼稚園で育てた植物」
および「家庭で育てた植物」がおよそ 3 割で，子どもは身
近で育てた（あるいは育てている）植物に自ずと注目する
ようであった。また，子どもが家庭内で食べ物や食事の話
を「よくする」，「時々する」を合わせて「する」という回
答は 9 割近くに達した。日頃子ども自身の意識の中に食事
というカテゴリーが「美味しい」，「楽しい」といった感情
からしっかり根付いていることが想像できる。そして，家
庭内で子どもと一緒に料理をすると答えた保護者は 86％
で，子どもと食事をとるだけでなく，家庭によっては少な
からず子どもに「食」への意識を持たせる機会を設けてい
ることが分かる。さらに保護者の意志として，幼児段階に
おける子どもにどのような「食」に関する体験をさせたい

かという質問に対しては，多岐にわたる回答であった。ま
た，保護者自身のイネ栽培について印象は，「子どもと一
緒にイネを見たこと」が 39％，続いて「子どもがイネ栽
培（おコメ作り）について話していたこと」が 34％であっ
た。いろいろなおコメの品種を観察するためのポットイネ
の設置も，保護者がイネに接するよい機会となり，多くの
方々にこの活動を知ってもらうことに繋がった。
　最後に今回のプログラムに対する保護者の意見および感
想は表 5 に示した通りであった。その中では，プログラム
実施に対する感謝の言葉が多数寄せられた。また，イネの
栽培学習を貴重な体験と位置づけており，さらに進化させ
たプログラムを作って欲しいという要望があった。総じて
今回のプログラムがこれからの子どもの食育意識の向上に
つながるという回答であった。

表 4　アンケート内容と回答
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4．　考　　　察
　研究の第一ステップといえるイネの概要説明時から，子
どもは「おコメを作る」あるいはイネという「植物を育て
る」ことに興味を持っていて，栽培が始まり玄米を得るま
で積極的な姿勢でイネと向き合っていた。それは，子ども
が毎日のようにイネをじっくりと観察することを指してい
るのではない。「暑いし水をあげないとイネも喉が渇いて
枯れるのでお水をあげよう」，「初めはぴんと立っていたの
に今の稲穂はなんで垂れ下がっているのかな」などと著者
らや幼稚園教諭が子どもに声をかけた時，そういうことな
らやってみよう，考えてみようとする積極性を示す子ども
の姿を指す。そしてこのような時，水やりといった自分が
やるべきことを果たそうとする責任感や，稲穂が垂れるこ
とに疑問を抱くことより，自分以外の他者の存在である植
物を気遣う思いやりの気持ちが生まれていることは確かで
ある。このことから，本活動より子どもの責任感や他者を
思いやる気持ちを育む効果が得られたと言える。
　また，子どもが積極的な姿勢でイネと向き合うことに，
2 つの背景があると考えられる。1 つ目は，子どもは元来
植物に興味を示し，栽培という行為にプラスの感情を抱い
ているということである。このことは，松丘幼稚園では入
園した年から子どもに植物を育てる機会が与えられ，すで
に植物の栽培自体を経験している子どもがほとんどである
ことにも起因している（表 4）。子どもは種まきや水やり
といった行為そのものを喜ぶようで，水をやる＝イネが育
つ＝おコメができる，というように，子ども自身の中で「行
為が植物を育てる」という認識が喜びに直結したと考えら
れる。さらに，イネ栽培学習は食べ物を作る体験であり，
食べ物が得られることは子どもにとって大いに喜ばしいで
きごとである。家族と一緒に味わう食事が食べる楽しみや
喜びの根源にあるとすると，共食の多機能性を考えて 
も，家庭に向けた食育の重要性は計り知れない（中川ら

2010）11）。
　背景の 2 つ目は，子どもは不本意に思うことも「楽しい」
といったプラスの感情で受け止める傾向にあるということ
である。籾摺り，籾と玄米の選別は子どもにとって難いの
で飽きることが予想されたが，「遊び」のように楽しむ姿
も見られた。例えば水やりのような行動に対し，子どもは
義務感や責任感を感じ，一見難しそうな調整作業において
も，もはや「作業」ではなく，楽しいといった感情によっ
て「遊び」として捉えるようになり，自発的に行動を起こ
していた。そのため積極的にイネに向き合う姿が見られ，
おコメを作る遊びという点で「体験が生活の中に溶け込む」
ことは，イネ栽培学習のねらい通りであると言える。この
ことは，「まさに子どもにとっての活動（体験）は，生活
であり遊びである」という高橋ら（2011）10）の指摘にあて
はまる。また，子どもにとってイネ観察時での人との関り
が，イネへの興味心の向上や理解に繋がり，「楽しい」感
情に繋がったことを強調したい。これは，友だちの行動や
発言，幼稚園教諭の問いかけや助言を受け，新たに気づき
得た子どもがイネ栽培に対する思いを嬉しそうに大きな声
で話していたことからも分かる。
　以上のことから，子どもが積極的になる背景には「楽し
い，嬉しい，面白い」と感じる，新しいことを知り驚く，
不思議に思う，などの心の動きがあり，それらの感情には
らたきかけることがイネに子どもの興味を引きつける近道
であることが分かった。そして，イネに興味を抱き愛着を
持った子どもは責任感や思いやりという人間的な成長要素
を自ら伸ばすことになる（高橋ら 2011）10）。本研究におけ
る結果から，イネ栽培に対する子どもの感情の芽生えが生
じたことがわかり，子どもの学びと成長が望める効果が十
分に見込まれ，幼児教育現場における教材としての役割も
担ったと言える。このことは，イネ栽培学習が幼稚園指導
要領（文部科学省 2008）12）にあるねらいに概ね当てはまり，

「心身の調和のとれた発達の基礎を培う重要な学習」とし

表 5　本プログラムに対する意見および感想
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て言い換えが可能であることを示す。
　ここで，イネ栽培学習は，植物栽培，食べ物作り，幼稚
園という 3 つの設定条件によって効果を上げることができ
たことが指摘できる。前述したように，家庭での食事中に
子どもがイネ栽培について得意そうに話をするという声が
寄せられており（表 4），食卓との距離が近い食べ物作り
である。まさに食習慣の形成期を過ごす子どもが，植物栽
培あるいは自分が実際に食べる物を作る楽しさや醍醐味を
実感できる効果がある（吉村ら 1983）13）。また，実際のイ
ネ栽培学習のなかで種籾から育てたイネが食害に遭い，お
コメを食べることができなかった。このことは，子どもの
心に「悲しい」と響く結果でもあったが，作物の栽培が容
易ではないことを知る機会として捉えるならば，栽培の醍
醐味に繋がる結果の 1 つである（表 4）。
　イネを通じて子どもの中で「食べ物はいのち」であると
いう認識が生まれていたこともまた事実である（野田ら
2003）14）。植物が自分と同じように生きている生き物であ
ることを子どもは認知し，その命の尊さを多少なりとも実
感できた。そして，イネ栽培すなわちおコメという身近な
食べ物を作る大変さを味わい，実体験の産物をおいしく頂
くことで，その命を食べるありがたみも実感できた（表 5）。
これらは，植物は当たり前に成長するわけではないと気づ
いた子どもが，植物に感謝する気持ちを育んだことと重ね
て効果として挙げられる。
　幼稚園は多くの子どもにとって初めて家庭を離れて実に
多様な経験をする学びの場であり，子どもを取り巻く保護
者や幼稚園教諭が子どもに食育を発信させる絶好の場所で
もある。したがって，本研究の設定条件としてもう一つ忘
れてはならないのが，子どもがイネ栽培をする環境，すな
わち幼稚園という栽培場所で，子どもは他者と関わりなが
ら，いつでもイネの成長を見守ることができる集団栽培が
可能であったことである。家庭で育てるよりも多くの視点
に触れて，おコメができる過程を知る効果が見込まれると
ともに，頭を垂れる稲穂に「なぜ」という疑問を覚え，子
どもの好奇心をくすぐり，考えてみようとする力を養う場
として，幼稚園は大きな役割も担ったといえる。さらに，
調整時の籾摺りや玄米の選別の作業に見られたように，分
からないことを互いに教え合うといった連帯感を持つよう
になった子どもの様子から明らかなように，コミュニケー
ション能力を養う場としての役割も重視したい。
　最後に，イネ栽培学習を 1 つの食育プログラムとして見
た場合，効果を最大限に得ようとするならば，より質の高
い活動内容が要求される。本研究で展開された活動につい
て，著者らは「できる限り子ども全員が内容を理解して楽
しく参加できる」という目標を設けた。目標の設定は，子
どもがイネ栽培の概要を簡単に楽しく知ることができるよ
うに，具体的手法を考える基部となり，活動を実施しやす
くなるためのものである。そして，この目標の達成は，本
研究の目的にある「子どもがイネ栽培を通じておコメがで
きるプロセスを知り，日々の食事から食べる楽しみやあり
がたみを感じることができる」というねらいにも通ずる。
以上より，目標設定の意義を捉えた上で，目標の内容は研

究の目的にあるねらいに通ずるものとして慎重に定める必
要がある。ここで，本研究から見出した目標達成のための
方法論を 6 つ挙げる。
①保護者，幼稚園教諭や活動実施者が子どもの興味心を触
発する視点を持ってイネ（植物）との橋渡しをする。
②保護者，幼稚園教諭や活動実施者が子どもの反応を見て，
子どもが伝えようとすること，あるいは表現することを言
語化したり意見を求めたりする。
③保護者，幼稚園教諭や活動実施者が子どもの反応や気づ
きに共感したり，問いかけたりする。
④栽培において苗から玄米（できれば白米）ができるまで
の過程を子どもが実体験できる環境を整える。
⑤イネの成長段階に沿って子どもが継続してイネに興味・
関心を持つ工夫をする。
⑥子どもが楽しく感じる活動内容を追求する（例えば，新
たな取り組みとして子どもがイネの成長の変化として捉え
やすいと思われる開花の観察を導入するなど）。
　これらが適うことによって，子ども自身が自己を認め，
積極的に活動に取り組む基礎として「他者から受容される
安心感」や「コミュニケーション体験」を得やすくし，子
どもの活動意欲を高められると考えられる（文部科学省
2006）15）。また，これらは今後体験すると思われるいろい
ろな植物栽培において，子どもの成長要素を引き出すポイ
ント，あるいは課題とも言える。
　子どもの食・生活習慣の形成，食意識向上には，普段か
ら生活を共にする保護者の生活リズムや食意識，子どもへ
の接し方などが大きく影響する（木林ら 2009）6）。家庭で
の食意識および食生活の向上や改善などを啓発したい幼稚
園側にとっても，まずは保護者に幼稚園での活動を知って
もらうことは極めて重要である。そのため，本研究では通
信媒体である『いいねだより』を通じてイネ栽培体験の様
子を家庭に向けて発信し，さらに，外観が明らかに違う異
なるポットイネの観察によって，保護者のイネへの注目も
触発させることができた。そして，折に触れて「食」に関
する会話が家庭内外で生まれ，子どもは親に聞かれるなど
して家族に自分とイネとの間にあったできごとを伝えるこ
とで，子どもおよび保護者が本活動をより印象深いものと
して，心に留め置く可能性を期待する（表 4 および表 5）。
　食べ物の大切さを初め食育活動より得られる気づきを親
子で共有することこそが家庭内での「食」への意識の向上
に繋がる（田中 2011）16）。今後，子どもが親とともに「食」
を意識できる家庭環境に身を置き，規律ある食・生活習慣
を身につけ，自発的に「食」を意識できるようになれば，
日本の食糧・農業問題へのアプローチが日常の生活から自
然に生みだされるだろう。本研究のような食育活動が，子
どもの興味の向くままに「食」意識の向上に貢献し，子ど
もおよび家族，そして国内外へと「食」に目を向ける人の
増加に繋がる火種としての役割を，小さくとも担えるもの
である。
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Verification Concerning Effects and Roles that Rice 
Cultivation Study Brings to Infant Education
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Summary：This study was carried out for five-year-old children who belong to senior classes at Matsu-
gaoka Kindergarten of Setagaya-ku in 2013.  We had two programs: one was “rice cultivation study” and 
the other “observation of some rice cultivars in pots” in the kindergarten yard.  In these dietary education 
programs with rice, we analyzed effects and roles from the responses of children and the questionnaire 
results from their parents.  The children were much interested in rice cultivation throughout the primary 
orientation, sowing, transplanting, harvesting, processing, and others.  The factors in their responses were 
that “fun feelings” make the cultivation works into “play”, and that these programs were carried out in 
the ���������������������������������������������������������������������������������������������������������kindergarten���������������������������������������������������������������������������������������������, where it was well-fitted for plant cultivation and food production.  In addition, we ������recog-
nized the various effects that children could find the charm in the plant cultivation by treating rice 
plants, and foster the sense of responsibility, solidarity and warmth, in the consciousness of the purpose 
of obtaining their own rice.  
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